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３キャンパスの個性を生かしつつ、協力体制を築く 

 

 以下には、３キャンパスごとの地域連携の取り組みを掲載しているが、今後、本学の地域連

携センターの活動を進めるにあたって、１点のみ指摘しておきたい。それは、松江キャンパス

（県立女子短大としての発足は1953年）、出雲キャンパス（看護短大としての発足は1992年）、

浜田キャンパス（2000年) は、それぞれに独自の大学として発展してきた経緯があり、地域と

の関係の取り結び方、地域連携、地域社会貢献のあり方についてもそれを反映した独自の性格

を今後も尊重していく必要があるという点である。 

 松江キャンパスは、幼稚園教諭、保育士、栄養士、司書をはじめ多くの卒業生を輩出し、そ

のような専門職業人のグループとして地域内の存在感や卒業生相互間のつながりがある。また、

それを生かした社会人としての学び直しの機会がこれまでもあった。仕事の性格からしても、

自ずから地域との連携・社会貢献につながっていると言えよう。 

 出雲キャンパスについても、看護師としての養成機関であり専攻科をもっていることで、高

度の看護、保健関係の専門家を島根県内を中心に送りだしている。 

 平成19年度に事業採択された文部科学省ＧＰ（Good Practiceの略）「社会人の学び直しニ

ーズ対応教育推進プログラム」でも、松江キャンパス・出雲キャンパスは連携して子育て、食

育、健康づくりに関わる専門職の再教育プログラム開発を行い、地域社会に貢献している。 

このほか松江キャンパスでは、地域文化・歴史に関わる学外団体との共同企画事業について

特性を生かした新たな共同事業が始められている。出雲キャンパスでは、看護職の現職者教育

の継続的な実施、保健・医療・看護の専門職の支援、「命のメッセージ展」などで地域との協

力強化を進めている。 

 また浜田キャンパスは、社会・人文科学分野を中心として博士課程を含む大学院を擁してい

る関係から、これまでの地域連携推進センターの活動として、高度な内容を含む公開講座の系

統的な開催、地域市民活動の支援、語学教育やキャリア教育等での高大連携、学生による地域

活動支援等のほかに、ＮＥＡＲセンターを軸とする北東アジア地域の研究調査活動や「ＮＥＡ

Ｒカレッジ」の開催、国際シンポジウムの地域への開放に意を用いている。 

  このように、今後もそれぞれの特性を生かした独自の活動が有益であるが、一方では、３キ

ャンパスが統合した点を踏まえ、地域連携活動の協力体制を目的意識的、具体的に進めていく

ことも課題となっている。 
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